
1／２ 

 

１２期 生演奏を楽しむ科 

日時：        2024 年９月６日（金）１０：００～１２：００ 

学習テーマ：楽器の魅力④サクソフォーン 

講師：        崔    勝貴 先生（サクソフォーン） 

伴奏：        村上 彩菜 先生（ピアノ） 

１．サクソフォーンの説明 

（１）サクソフォーンの歴史 

オーケストラの他の楽器に比べて歴史的には新しい楽器。1840 年代に金管楽器と木管楽器の中間に位置

するものとしてアドルフ・サックス（ベルギーの楽器職人）によって発明された。金属管を用い、ボタン式を採用す

ることによって、従来のオーケストラ楽器（金管楽器や木管楽器）が越えられなかった「音量」と「音域」の限界を

一挙に改善する画期的な楽器であった。しかしながら、伝統を重んじるヨーロッパのオーケストラでは、すぐには

普及に至らなかった。サクソフォーンがアメリカ大陸に渡ってからは、レベルの高い多数の軍楽隊において評価

された。その後、逆にヨーロッパに戻りクラシック曲のオーケストラ用として広まった。 

（２）サクソフォーンの構造など 

口にくわえる「マウスピース部分」にある「リード」を息により振動させてオトを出す「リード楽器」。オーボエやク

ラリネットと同じ仲間で、原理的にはストロー笛やチャルメラ、雅楽の篳篥（ひちりき）などと似ている。「リード」の

材質はフランス産の葦（軸の部分）で、ちょっと見た目には、長さ約１０ｃｍ弱の平板のアイスキャンディーの棒に

似ている。 

本体部分の金属筒の材質は通常は真鍮製で、真鍮むき出しのものや銀メ

ッキ、金メッキのものもあるが、音質が違うわけではない。 

（３）サクソフォーンの種類 

音域により「ソプラノ・サックス」、「アルト・～」、「テナー・～」、「バリトン・

～」、「バス・～」、「コントラバス・～」などのほか、さらに高・低音域のものも

ある。「テナー・サックス」が、最も男性の声の音域に近いと言われている。 

（４）サクソフォーンの位置づけ、特徴など 

金属製ではあるが、分類としては「木管楽器」として扱われており、クラ

リネットよりも音楽の表現力が多彩。演奏技法はリコーダの次にやさしいとも言われることもある。 

 

２．演奏と解説 

次の８曲について、それぞれの解説とともに、曲の音域指定によって「ソプラノ・サック

ス」、「アルト・サックス」、「テナー・サックス」を使い分けての演奏が行われた。 

（１）J.サンジュレー（１８１２～１８７５）作曲「コンチェルティーノ Op.７８」 

ベルギーの作曲家。約１００曲の作品があるが、楽譜として残っている曲は少ない。シンプ

ルな曲ではあるが、当時においては演奏が難しいとされた。 
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（２）C.ドビュッシー（１８６２～１９１８）作曲「牧神の午後への前奏曲」 

作曲の動機が詩や絵画であった曲は数多いが、この曲も例にもれず、ドビュッシーが敬慕した詩人マラルメの

「牧神の午後」に感銘を受けて作曲された。元はオーケストラ曲のフルート演奏のための曲。 

（３）V.モンティ（１８６８～１９２２）「チャルダッシュ」 

イタリアの作曲家。ハンガリー語のチャルダッシュは「酒場」で、血気盛んな者たちが酒場での盛り上がりとと

もに踊らずにおれない情景を表した曲。ゆっくりした場面からチョー高速の「指回し」を必要とされる曲。ヴァイオ

リンやピアノで演奏される機会が多い。 

（４）ヤコブ TV（１９５１～）「Grab it!」（和訳では「つかみ取れ！」の意） 

オランダの作曲家。この曲は男性死刑囚の叫び声（再生音声）をバックに、（男声に近い音域の）アルトサック

スで演奏される。 

（５）村上先生のピアノ独奏にて、Ｙ．ブラームス（１８６８～１９２２）「間奏曲 Op.118-2」 

「メロディが二重奏されているように聴いてもらうと、曲の構成がよくわかります。」…村上先生の解説 

 

 

 

（６）R.シューマン（１８１０～１８５６）「アダージョとアレグロ」 

（７）Ｊ．カッチーニ（１５５０頃～１６１８）「アヴェ・マリア」 

（８）Ａ．ピアソラ（１９２１～１９９２）「リベルタンゴ」 

アルゼンチンのタンゴ作曲家（バンドネオン奏者）の作曲した名曲。 

 

３．講義のまとめ 

サックスはジャズの演奏ではなじみのある楽器ではあったが、

クラシックのオーケストラ編成においての活躍に気付いたことは

なかったので、楽器の解説を含めて初めての体験でした。珍しく

も楽しくもあり、特にチャルダッシュにおける超絶技巧には教室

の全員からの拍手が際立って響きました。【広報担当：S.S.】 
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